
① 本日は、2024年3月期 第3四半期の決算説明会にご参加頂きまして、

誠にありがとうございます。

② 最初に、スライドの3ページをご覧ください。
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① 第3四半期決算の概要について、ご説明します。

② 売上高は、前年から2,849億円、22.6パーセント増加の、1兆5,435億円となりました。

航空事業を中心に、前年から大幅な増収となりました。

③ 営業利益は、前年から1,111億円増加し、2,101億円となりました。

コストマネジメントを徹底しながら、トップラインを拡大し、

第3四半期累計として過去最高を大幅に更新しました。

④ 親会社株主に帰属する四半期純利益は、1,489億円となりました。

またEBITDAは、前年から1,099億円増加して、3,164億円となりました。

⑤ 4ページをご覧ください。
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① こちらは、10月から12月の第3四半期単独の決算概要です。

② 当第3四半期の営業利益は803億円、営業利益率は14.9パーセントとなり、

第3四半期単独でも、過去最高の実績となりました。

③ 5ページをご覧ください。
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① 第3四半期の事業別の取り組みについてご説明します。

② ANA国際旅客は、

コロナ禍で運休していた路線の再開などにより、生産量を拡大しました。

第2四半期と同水準のイールドを維持しながら、海外発需要を中心に取り込んだ結果、

売上高は前年の1.5倍に拡大し、四半期ベースで過去最高の収入となりました。

③ ANA国内旅客では、レジャー需要が好調に推移しました。

また、6月以降の一部運賃値上げの効果を持続し、単価は前年から約6パーセント向上しました。

④ ANA国際貨物は、中国発北米向けの三国間貨物を高単価で獲得したことなどにより、

単価は第2四半期から大きく改善しました。

⑤ Peachは、国際線のリソース配分を高め、旺盛な訪日需要を獲得した結果、

売上高は前年の1.6倍に増加しました。

⑥ 以上のとおり、旅客事業、貨物事業ともに単価を維持・向上しながら、

トップラインの拡大を継続しました。

⑦ 6ページをご覧ください。
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① 事業別の需要動向です。

② 1番のANA国際旅客は、

中国線の需要回復が想定よりも緩やかになっていることなどにより、

第4四半期の旅客数は、第3四半期と同程度の回復率で推移すると見通しています。

③ 2番のANA国際貨物は、コロナ前と比べて年末商戦の需要が弱含んだことで、

11月、12月の回復率が低下しましたが、1月以降はコロナ前比8割程度で推移しています。

今後も需要動向を注視しながら、柔軟に運航便を設定し、収支の最大化を図ります。

④ 3番の国内旅客について、1月は羽田空港の滑走路閉鎖による影響がありましたが、

2月以降はレジャー需要を中心に堅調に推移する見込みです。

⑤ 7ページをご覧ください。
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① 通期業績予想の修正について、ご説明します。

② 第3四半期までの実績は、旅客事業の売上が、当初計画と比べて大幅な増収となりました。

国際線で、回復する需要を高単価で獲得したことに加えて、

国内線では、レジャー需要が好調に推移しました。

一方、第4四半期は、人財への投資やエンジン関連費用が増加することを見込んでいます。

③ 以上をふまえ、あらためて年度見通しを精査した結果、

通期の業績予想を上方修正することとしました。

④ 売上高は、当初計画から600億円増加の、2兆300億円とします。

営業利益は、当初計画の1,400億円から、過去最高益となる1,900億円に修正します。

経常利益は1,900億円、親会社株主に帰属する当期純利益は1,300億円とします。

⑤ 10ページをご覧ください。
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① 今後の事業環境の見通しについて、主なポイントをご説明します。

② まず、売上高について、

1番の国際旅客では、総供給量の回復に伴い、イールドは徐々に正常化に向かうと想定しており、

羽田路線を中心に生産量を増加しながら、旅客数の獲得により収益を拡大します。

また、3番の国際貨物は、2024年度の下期にかけて主要商材の需要の回復を見通しています。

③ 次に、営業費用について、

5番のとおり、生産性向上や航空業界の人手不足などの課題に対応するため、

今後は人財への投資をより一層強化する方針です。

また、6番の機材への対応は、エアバス機の非稼働機数の抑制に引き続き取り組むとともに、

生産量の回復により各種エンジンの整備機会の増加を見込んでいます。

④ 今後の事業環境の変化に柔軟かつ適切に対応しながら、中期的な成長を追求していきます。

⑤ 続いて、11ページをご覧ください。
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① ここから、連結決算の詳細についてご説明します。

② 売上高は、前年から2,849億円増加し、1兆5,435億円、

営業費用は、1,737億円増加の、1兆3,334億円となりました。

③ これらの結果、営業利益は2,101億円、経常利益は2,071億円となり、

いずれも第3四半期累計として過去最高となりました。

④ また、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,489億円となりました。

⑤ 12ページをご覧ください。

11



① 財政状態です。

② 総資産は3兆4,850億円、自己資本は1兆136億円、

自己資本比率は29.1パーセントとなりました。

③ また、有利子負債は1兆5,299億円、手元流動性資金は1兆2,990億円となったことから、

純有利子負債をベースとした、ネットデット・エクイティ・レシオは、0.2倍となりました。

④ 13ページをご覧ください。

12



① キャッシュフローです。

② 営業キャッシュフローは、3,229億円の収入

投資キャッシュフローは、3,513億円の支出、

財務キャッシュフローは、891億円の支出となりました。

③ また、実質フリーキャッシュフローは、2,023億円の収入となりました。

④ 14ページをご覧ください。

13



① セグメント別の実績です。

② 航空関連事業は、空港ハンドリング業務などの受託が増加し、増収増益となりました。

③ 旅行事業では、昨年実施された全国旅行支援の裏年影響がありましたが、

国内を中心に旅行需要を着実に取り込み、増収増益となりました。

④ 商社事業は、空港リテール事業の堅調な回復などにより、黒字幅が拡大しました。

⑤ 16ページをご覧ください。
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① 航空事業における、営業利益の前年比較です。

② 売上高は、国際線を中心に旅客事業が好調に推移したことなどにより、

全体で2,741億円の増加となりました。

③ 営業費用は、生産連動費用やグループ従業員の人件費などが増加する中、

コストマネジメントの徹底により、前年から1,696億円の増加に留めました。

④ これらの結果、営業利益は1,044億円増加し、2,036億円となりました。

⑤ 20ページをご覧ください。
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① ANA国際旅客の状況です。

右のグラフは、四半期別のコロナ前比の実績推移をお示ししています。

② 当第3四半期は、成田=パース線の再開や、

成田=ホノルル線へのエアバスA380型機の3号機目の導入などにより、

生産量を拡大しました。

訪日需要や日本発の業務渡航需要を着実に取り込み、

旅客キロはコロナ前の73パーセントとなりました。

③ 一方、足元では各方面別に需給環境に変化が見られますが、

徹底したイールドマネジメントにより、イールドはコロナ前の1.5倍を超える水準を維持しました。

④ 21ページをご覧ください。
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① 方面別の供給と需要の推移です。

② 北米方面は、生産量をコロナ前の9割程度まで回復する中、

訪日客や日本発の業務渡航需要を中心に取り込んでいます。

一方で、海外エアラインによる米中直行便の回復に伴い、

米中流動の需給バランスは足元で緩みはじめています。

③ 欧州方面は、引き続き需給のひっ迫が続く中、

日本発の業務渡航や訪日需要を着実に取り込みました。

④ 中国方面は、上海線や北京線で生産量を拡大しましたが、

旅客数の回復は緩やかなペースとなっています。

⑤ アジア・オセアニア方面では、旺盛な訪日需要を早期に獲得することで、

旅客キロのコロナ前比は8割程度まで上昇し、好調に推移しています。

⑥ 24ページをご覧ください。
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① ANA国内旅客の状況です。

右の四半期別実績のグラフをご覧ください。

② 当第3四半期は、需要喚起策を活用しながら、好調なレジャー需要を取り込んだことで、

旅客数はコロナ前の88パーセントとなりました。

③ 単価は、一部運賃の値上げやイールドコントロールの効果により、

コロナ前から約6パーセント上昇しました。

④ 29ページをご覧ください。
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① ANA国際貨物の状況です。

右のグラフで、貨物重量と単価について、コロナ前との比較をお示ししています。

② 当第3四半期の貨物重量は、日本発着の貨物需要が弱含んでおり、

引き続きコロナ前を下回って推移しました。

③ 一方で、中国発北米向けのeコマース需要が好調に推移したことや、

フレイターでしか運べない大型特殊商材の取り込みを強化した結果、

単価はコロナ前の2.3倍に上昇しました。

④ 32ページをご覧ください。
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① Peachの状況です。

② 当第3四半期は、国際線の座席キロ構成比を、第2四半期から10ポイント高め、

訪日需要の取り込みを強化した結果、

旅客数、単価ともに改善し、売上高はコロナ前の約1.9倍となりました。

国際線のリソース配分を高めることで、着実に収益性を向上しました。

③ 以上の通り、第3四半期は、

ANAブランド・Peachの各事業で単価を重視しながらトップラインを伸ばしたことで、

利益規模の拡大と利益率の向上に繋がりました。

④ 最後になりますが、先般、「2024年度 ANAグループ航空輸送事業計画」を発表しました。

2月9日からは新ブランドのAirJapanの運航も開始します。

3ブランドの強みを最大限に発揮しながら、さらなる成長に向けて、

グループ一丸となって取り組んでまいります。

⑤ 以上で、私からの説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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